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　ムスリム（イスラーム教徒）の女性が着用するヘッドス
カーフなどの覆いをめぐって今、世界の多くの国々で
「ヴェール論争」「スカーフ論争」が生じているのを知って
いますか。私の研究対象地域であるウズベキスタン―人口
の約9割がムスリムである中央アジアの国―でも、それは
生じていたのです。
　ウズベキスタンは1991年にソ連から独立した中央アジ
アの一国です。イスラームを文化の基層に持ちながらも、
20世紀中には社会主義体制のもとで、科学的無神論による
徹底的な世俗化と政教分離を経験してきました。ソ連末期
の自由化改革（ぺレストロイカ）以降、イスラーム復興の
諸現象が生じてきましたが、独立後も世俗主義は国是です。
　2009年、スカーフで髪と首を覆い、イスラーム的な装
いをしたたくさんの女性たちに出会いました。それまで経
験したことのない光景に、何かが大きく変わり始めている
と感じ、ヴェールについて考え始めました。
　ヴェールとは、ムスリム女性が信仰上の義務として着用
するものです。イスラームの宗派や各地の法学者たちの解
釈によって、女性の身体のどこをどう覆うのか、その範囲
や程度は変わりますし、ヴェール着用を義務とみなさない
場合もあります。そして世界のイスラーム地域には、それ
ぞれの風土や文化に根差した多様なヴェールが存在します。
　ウズベキスタンでは、20世紀初頭には女性は外出の際に
全身を覆う分厚いヴェールを着用していましたが、ソ連共
産党主導の女性解放運動により強力なヴェール根絶キャン
ペーンが行われ、やがて日常生活からは消えました。ヴェー
ルは「後進的な劣った文化」と「前近代性」の象徴とされ、
ヴェールのない社会の構築が目指されたのです。数十年を
かけて「自由で進歩的な女性は顔を隠したりしない」とい
う考え方が広く浸透しました。
　このような形での近代化の後に、イスラーム復興が進展
するなかで登場したのが新しいスタイルのヴェール「ヒジョ
ブ」です。薄いスカーフで髪と首を覆い、手足の露出のな
いゆるやかな服を組み合わせるのが特徴です。これは時代
の逆行ではなく、個々の女性たちの生き方の選択の表現で
あり、きわめて現代的な新しい現象と見るべきです。

　しかし、ソ連的な世俗主義を継承し、また国内外のイス
ラーム過激主義の影響力を極度に警戒したウズベキスタン
政権は、これに嫌悪感を示し、ヒジョブを外来の悪いスカー
フと位置づけて、統制が始まりました。2015年にはバザー
ルなどで警察がヒジョブ着用者・販売者を一斉摘発する事
態にまで至ったのです。現在ではこのような方向性が見直
され、2021年には公共空間でのヒジョブ着用が容認され
るという大きな変化が起こりました。
　世俗主義の原則に基づいたヴェールの統制は、今やグロー
バルな議論とさえなっている「ヴェール論争」「スカーフ論
争」に相通ずるものがあります。公共の空間でイスラーム
という特定の宗教への帰依を示すスカーフなどの着用が許
されるのか否かが問題となり、近年では主に欧米の少なか
らぬ国々で着用禁止の法律ができています。この論争は、
多様な人々の共生をめぐる議論でもあるのです。
　地域研究は、世界のさまざまな地域で生じていることを
その地域固有の文脈に沿って読み解きながら、常にグロー
バルな課題ともすり合わせ、また地域の問題に戻っていく
ことの繰り返しです。ウズベキスタンのイスラーム・ヴェー
ル問題はそのことをあらためて私に教えてくれました。 こ
の動画は、コロナ禍により、ウズベキスタンでの取材はお
ろか、国内でも移動が制限される状況下で作成されたため、
現地の今をお伝えできないことはとても残念です。その代
わりに、京都大学でイスラーム地域を研究する次世代研究
者や留学生の皆さんにご協力いただいて実施した、「ムスリ
ム女性の「覆い」について考える―多様性、意味、主体性」
というワークショップの様子をお伝えしています。各自が
自分のフィールドで入手した現地の衣装を持ち寄り、お互
いに解説したり、着用してみたり、そしてインドネシア風
ヒジャーブの着け方を実演してもらいました。出演してく
ださったのは、次の皆さんです。

岩倉洸（ASAFAS特任研究員）
Hadija Kaff ar（京都大学大学院農学研究科修士課程）
賀川恵理香（ASAFAS博士課程後期）
中西萌（ASAFAS博士課程前期）
Nurul Huda Mohd Razif （学振外国人特別研究員、CSEAS）
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1 枚のスカーフから広がる研究
―ウズベキスタンから世界のヴェール問題を考える
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